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実践研究報告要旨
 
構成主義的学習観を踏まえた授業づくりの研究 
―小学校体育授業におけるイメージマップの活用を通して― 
 
清水 皓太（授業実践探究コース） 
 
1．研究の動機と目的 
2016 年 12 月に文部科学省中央審議会より答申が出され，今まさに次期学習指導要領への移行期を
迎えている。この答申において，「習得した知識や技能を活用して課題解決することや，学習したこと
を相手に分かりやすく伝えること等に課題がある（文部科学省,2016）」と体育科における課題点が挙
げられている。この課題を通して見えてくることは，持っている知識等を活用する力の不足といえる。
だとすれば，体育授業を通して“活用力”を視野に入れた授業を行わなければならないだろう。 
松田（2016）は「社会的な相互作用の中で生まれる『意味』を要とし，『必要があるからこそ練習し
たり考える』ということを積み重ねるからこそ，変化に学び状況に応じて活用できる力を育むことが
できるのではないか」と述べ，続けて「『意味（運動の特性や魅力，楽しさ）』を活性化させ，『技能』
や『態度』や『思考・判断』を新たに獲得するとともに関係づけ直すことが，体育の『学び』だとす
る考え方である」と体育の学習の捉え方について述べている。そして，このような学習の捉え方は「構
成主義的学習観」と言われている（松田,2016）。この構成主義的学習観に沿って体育授業を捉え直す
ことで，形式化された技能習得を目指すことに重きを置いた授業や，活動量に重きを置くあまり学習
内容が不明瞭になってしまっているなど諸説ある授業からの脱却が図れるのではないだろうか。つい
ては先述した“活用力”を視野に入れた授業並びに，体育科の目指すところの豊かなスポーツライフ
を実現する資質・能力の育成（学習指導要領体育編,2008・文部科学省,2017）を図る授業を行うこと
ができるのではないだろうか。 
そこで，上述した学習観に伴った授業を構想する際に，西岡（2016）の述べるパフォーマンス課題
に注目した。パフォーマンス課題とは「様々な知識やスキルを統合して使いこなすことを求めるよう
な複雑な課題（西岡,2016）」とされ，構成主義的学習観の捉え方と重なるところがある。しかし，実
際に授業を構想する上で，パフォーマンス課題を用いた授業に必要とされている「本質的な問い」及
び各授業における「主発問」の選別（西岡,2016）をしていくことは容易なことではないだろう。加え
て，体育においては算数や理科のように予め定まった答えが決まっているわけではないため，授業者
側においても折々の状況に合わせた問いを提示し，授業を展開していく必要があると考える。また，
先行研究においても，「問い」の重要性や必要性について言及された研究は目にするが，授業者の視点
でそれぞれの「問い」をどのように選別していくのかといった研究は少ない（佐々木・高橋,2017）。
実際に「問い」を選別するためには，授業の状況や学習者の学び状況を適切に見取る必要があるので
はないだろうか。 
一方で，菅原ら（2015）は「教師にとっては学習者の見取りに役立ち，学習者にとっては，自分の
変化を感じることや，自分の変化に見通しを持つことにつながる」とイメージマップの特性について
まとめている。そこで，この特性を活かすことができれば，上述した「本質的な問い」や「主発問」
を生み出す手がかりを得ることができるのではないかと考えた。 
このように，本研究においてはこれから求められる学習観を構成主義的学習観によって捉えなおし，
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小学校体育実践において，パフォーマンス課題及び，問いの選別のためにイメージマップを援用する
こととした。そこで，本研究における目的を「パフォーマンス課題を用いた体育実践において，イメ
ージマップが授業の展開や学習者の学びの見える化に繋がり，学習を深化（構成主義的学習観に沿っ
た学習）させる手立てとなり得るかどうかを明らかにすること」とした。 
 
2．本研究において足場となる理論 
（1）体育科における構成主義的学習観 
松田（2016）は体育の学習について「意味ある経験を通した知識，技能等の再構成」と定義してお
り，運動の特性や魅力，運動の楽しさといった文化が内在させる“意味”を要としてこそ，「変化に学
び状況に応じて活用できる力を育むことができるのではないか（松田,2016）」と述べている。同様に，
松本（2013）は「運動の面白さ楽しさを中核としその運動を分節化することなく，学習内容とし意味
ある経験を通して自らの知識や技能を再構成していくことを学習とする」と目指すべき体育の学習観
について主張し，学習者に対して能力を身に付けさせるという発想から，状況や文脈の中で能力をど
う発揮させるかという発想へ転換させていくことの必要性を語りかけているのである（松本,2016）。
そして，この 2 者の述べる学習の捉え方は，「構成主義的学習観（松田,2016;松本,2013）」と言われて
いる。バスケットボールの授業に置き換えて考えるならば「レイアップシュートを習得する」や「ド
リブルを身につける」という授業者側が状況や文脈から切り取った知識・技術を獲得することを目的
とした学習ではなく，バスケットボールのもつ“意味”ここでは特にバスケットボールの特性・楽し
さを中核にし，ゲームという状況や文脈において，知識や技術（パスやドリブルシュートなど）を必
要感・切実感を持って発揮（活用）していくといったことを目的とした学習を行っていくということ
だろう。 
（2）パフォーマンス課題 
 西岡は図 1 に示されるように，パフォ
ーマンス課題に取り組ませることで，知
識や技術を状況に合わせて洗練された
柔軟なやり方で使える状態とされる上
概念の「原理や一般化」及び「永続的理
解」に至ることができると言っている
（西岡,2016）。この「永続的理解」に至
ることで先の活用力が身につくという
ことだ。そして，この「永続的理解」を
見極めるためには，「本質的な問い」を考
えることを進めている。「本質的な問い」
とは，「一問一答では答えられないよう
なものであり，論争的で，子どもの探究
を触発するような問い（西岡,2015）」と
され，単元の中核に位置する問いのこと
である。この「本質的な問い」を中核に
問うことで，個々の知識やスキルが関連，
総合され「永続的理解」に至ることがで 
図 1 「知の構造」と評価方法・評価基準との対応 
図 2 本質的な問いの入れ子構造 
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きるということだろう。この「本質的な問い」は単元ごとに設定され，また毎時間の授業において本
質的な問いに紐づけられた発問を「主発問」としている（図 2）。そして，このような課題を用いた授
業の評価に関しては，一問一答形式のように学習者にもとめる解が明確にあるわけではない。そのた
め，課題に向け試行錯誤を繰り返す過程を指標に照らすことで評価を可能としていくものとしてルー
ブリックが紹介されている（図 1）。 
 
3．小学校体育科「バスケットボール」の実践方法と内容及び分析の視点 
（1）実践のへの具体的な援用及び概要 
対象：本実践は，Ａ県Ｂ市Ｃ小学校第 6 学年２組（39 名）を対象に体育ゴール型領域バスケットボ-7
ル（全 7 時間）の授業実践を行った。 
パフォーマンス課題及び本質的な問いの設定：パフォーマンス課題を「それぞれのチームの特徴や課
題を踏まえ，ゲームの中で戦術や作戦を発揮するとともに，自分の持っている力を技能として発揮し
よう。」と設定し，本質的な問いは「ゲームに勝つためにチームで考えながらバスケットボールの面白
さを味わおう！」とした。これらを設定するにあたっては，松田（2016）のまとめる運動・スポーツ
の特性を参考に筆者が本実践に伴って再考したものである。 
イメージマップ：イメージマップについては，「本質的な問い」を共に提示することで単元を通しての
課題にぶれが生じないよう意識した（図 3）。作成方法については，授業の導入と振り返りの場面で，
学習者に気づきや考えたことについて発表させ，その内容をもとに授業者がクラス全体で 1 つのイメ
ージマップとしてまとめていった。 
ルーブリックと学習カード：ルーブリックに関し
ては授業者が事前に作成し，「学習の道しるべ」と
題して学習カードに取り入れ配布し，授業内のあ
らゆる場面において A の指標を目指すよう呼び
かけながら意識付けを行った。また，本実践にお
いては黒上（2017）の紹介したルーブリックを参
考に作成した（表 1）。配布した学習カードでは，
ルーブリックの他に学習の気づきや反省を記入
する振り返りの欄も設けた。 
その他：授業の学習過程は主に，チームや個人の
めあてをたてる（導入）・ゲームを行う（展開）・
チーム並びに個人の振り返り及び全体のまとめ
（まとめ）とし，ゲームを中心として行った。また，授業の事前と事後でバスケットボールについて
の意識調査アンケートを行い，事後では共にルーブリックについての意識調査も行った。このバスケ
ットボールについての意識調査アンケートでは主に「バスケットボールはどんなスポーツだと思って
いますか？」という質問項目において，バスケットボールについての意味理解を確認するための質問
を行った。 
（2）分析について 
①授業を通して完成したイメージマップと授業者が行ってきた主発問を整理することで，イメージマ
ップが授業において主発問を精選することに繋がったかの検証を行う。 
②使用したルーブリックについて，事後に取り行った意識調査アンケートの結果より考察する。 
表 1 使用したルーブリック 
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③学習カードの記述や，バスケットボールについて事前・事後で行った意識調査アンケートの比較か
ら今回用いた手立てに有効性が見られたか検証を行う。 
 
4．授業実践の結果と考察 
（1）実践の結果 
① 本質的な問いとイメージマップ及びパフォーマンス課題の関係性の整理を行った。授業で完成し
たイメージマップに，本単元を通して行ってきた主発問を重ねると，図 3 のように整理すること
ができた。図式化することでマップ内に派生する言葉と言葉の間に主発問があったことが見えて
くる。さらに，言葉と言葉，そして授業者の主発問の全てが本質的な問いに紐づけられていると
も言える。 
② ルーブリックに関する事後アンケー
ト調査における「学習の道しるべを見
ながら学習しましたか？」という質問
項目へ「a.いつも見ていた b.時々見て
いた c.あまり見ていない d.全く見て
いない」の 4 件方で回答させた。そう
すると，クラスの約 70％の児童が学習
の道しるべ（ルーブリック）を見てい
たと肯定的な回答が多くの割合を示
した。また，具体的に使用した場面に
ついては，「めあてを決める時や振り
返りの時」「チームで作戦を考える時」
「試合が終わった時」といった回答が
多く見られた。 
③ 学習カードの記述については，抽出チ
ームのめあてに注目した図 4 と抽出
チームのメンバー個人の振り返りに
注目した図 5 の記述が見られた。 
④ 事前・事後に行った意識調査アンケー
トでは，約 14 名の意識に変容が見ら
れた。ここで述べる変容とは，「ドリブ
ルをするスポーツ」や「シュートをす
図 3 イメージマップと主発問の関係 
図 4 学習カードの記述（抽出チームのめあて） 
３時目：Ａ児「協力してパスはたくさん回せたけど，相手が前にすぐきたから前に出したり，前
でもらったりする回数は少なかったです。次は早くパスを回したいです。」 
    Ｂ児「相手がじゃまをしてパスを出すことが難しかったです。次はパスをとられないよ
うに相手がいないところにパスを出したいです。」 
5 時目：Ｃ児「いろんなところにパスをまわしてみたら，相手がマークしていない人にまわすと
とられにくかったです。でも前に出した方がシュートしやすいと思います。」 
図 5 学習カード個人の振り返り記述 
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るスポーツ」といった技術面だけで捉えられていたバスケットボールの理解から，「攻防を繰り返
しながら得点を競い合うスポーツ」といったバスケットボールのゲームの特性を捉えた理解への
変容のことである。 
（2）考察 
①図 3 のように，学習者のイメージマップの派生する間に授業者の主発問があったことから，イメー
ジマップが授業者の主発問を精選する手立てとなり得たことが言える。また筆者自身が実際に授業
を行うにあたり，学習者の学習カードの振り返りや授業内での観察によっての学習の見取りを，イ
メージマップに照らし合わせることで，より具体的に学習者そして授業展開を見取ることができた
実感がある。その結果として，主発問を精選し図 3 のような結果に繋がったと考える。また，学習
者の学びの語りに注目したい。イメージマップを見て分かるように派生された内容は全てイメージ
マップのスタートとなった「本質的な問い」から系統的に派生されている。そのため，バスケット
ボールにおける例えばパスやドリブルといった知識・技術が，授業者側から提示された形式化され
たものとして“身に付けなければならない”という語りではなくなっていることが言えるだろう。
そして，バスケットボールにおける知識・技術が“なんのために”や“○○を○○したいから“と
いう語りで学習者が必然性や切実感に伴って使いこなそうとしていることが分かる。 
②ルーブリックに関しては，事後アンケート調査の結果より肯定的な回答が得られ，授業内において
学習者とっての 1 つのツールとして位置付けられていたことが分かる。また，使用場面に関しての
回答より，ルーブリックの指標に示した場面において参考にされていたことが見えてくる。学習者
にとって評価基準が明確化されることで，学習に見通しが持たれることが示唆された。 
③学習カードの記述より，抽出チームのめあて（図 4）を見てみると，シュートをするために，ゴー
ル前にパスを集めようとしているのが分かる。そして，図 5 にある個人の振り返りと照らし合わせ
てみると，上手くいかずにめあてを達成できていない様子が伺える。そこで，次回に向けてパスの
早さや出し方についてどうすればよいか考えている。この結果から，学習者たちは単にパスをパス
という技術として身に付けようとしているのではなく，ゲーム内において相手の状況に合わせてパ
スを目的に応じて使いこなそうとしているのが分かる。また，このチームのめあての発展はイメー
ジマップの派生の仕方やイメージマップの指標と重なるところも見られる。 
④事前・事後アンケート調査の比較結果より変容がみられた。先述している通り構成主義的学習観に
沿って学習を捉え直す際に，運動やスポーツの持つ“意味”を学習者が理解することが重要だと言
えるだろう。事前における結果においては，本単元で取り扱ったバスケットボールに対する学習者
の意味理解のほとんどが，パス・ドリブルといった技能面に特化した理解に過ぎなかった。これま
でバスケットボールないしはゲーム型のスポーツに，日頃の遊びや体育の授業を通して幾度となく
触れてきたはずであるが，実態としてはこのような結果となっていたのである。本単元の全 7 時間
を通して，意味理解がバスケットボールの特性に沿った理解に変容することができたことは，パフ
ォーマンス課題の設定，イメージマップさらにはルーブリックといったこれらの手立ての有効性を
示唆していると言えるだろう。 
 
5．研究の成果と課題 
（1）成果 
本実践において見られた学習カードの記述とバスケットボールを捉える意識の変容より，構成主義
的学習観に伴った授業が展開できたと言えるだろう。また，それに至る手立てとして用いたパフォー 
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マンス課題及びイメージマップ，ルーブリックの
有効性を明らかにできたことは，本研究の成果と
して挙げられる。本研究を図式化すると図 6 のよ
うにまとめることができる。本実践で見られた，
学習者の状況や文脈に合わせて知識や技術を試
行錯誤の中で使いこなす姿，その経験の積み重ね
こそが活用力の育成に繋がるのではないだろう
か。さらには，単元を通して触れる運動及びスポ
ーツの特性を味わい理解していくことが，豊かな
スポーツライフの実現に寄与するのではないだ 
ろうかと筆者は本研究を通して手応えを感じている。 
（2）課題 
課題としては 3 点挙げられる。1 点目はイメージマップをクラス全体で 1 つを作成したため，やは
り学習者一人ひとり全ての意見までは取り入れることができなかった点である。イメージマップをチ
ームごとに作成するなど 1 つのイメージマップに係る人数の規模について再検討する必要があるだろ
う。規模のコントロール次第で，より詳細に及ぶ学習者の学びの可視化が図れるだろう。2 点目はル
ーブリックの内容に関する再考である。本実践においてルーブリックに関する考察も得ることができ
たが，幾分授業者として使いにくさが常時付きまとっていた。ルーブリックの作成の際に授業場面に
合わせて指標を作成したため，バスケットボールとしての内容について，さらに言えば局面について
の指標として授業内においての活用ができなかったことである。パフォーマンス課題及び本質的な問
いに向けた学習者のパフォーマンス（解）は状況や文脈に依存すると考えた際に，その解は無限にあ
ると考えられ，1 つのルーブリックに基準として示すことができなかったのである。そのため，ルー
ブリックの作成の方法の再検討，或いは別の評価方法を取り入れるなど，単元や実態に合った評価が
求められるだろう。3 つ目に関しては，本実践で手立てとして用いたパフォーマンス課題，イメージ
マップ，ルーブリックそれぞれにおける検証の不十分さが否めない点である。分析の検証方法にエビ
デンスを持たせるとともに，これらの手立ての関係性をさらに詳細に分析する必要性を感じている。 
以上の課題点を踏まえ更なる理論研究及び実践研究の往還を図りながら，自身の実践力の向上に邁
進していきたいところである。 
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